議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成24年6月25日(月)

午前10時～午前10 時42分
場　所　長久手市役所　2階委員会室
出席者　委員長　正木祥豊、副委員長　さとうゆみ、
　　　　委員

岡崎つよし、川本勝幸、水野とみ子、
じんの和子、川合保生、　　

議長　伊藤祐司、副議長　加藤和男、
市長、総務部長、総務部次長

議会事務局長、同局長補佐、同専門員
１　あいさつ
　　議長

 　 市長

２　議題

（１）　平成24年第２回長久手市議会定例会追加議案について

　　　 　 総務部長が議案第40号（仮称）長久手第三中学校環境整備工事請負契約の締結に
　　　　ついてを説明した。追加議案として６月27日（金）に議案上程する予定である。

（2） 平成24年第２回長久手市議会定例会議事日程（第６号）について

議会事務局長が説明。追加議案第40号は文教福祉委員会に付託する。また、請願第４号から請願第７号までの請願が採択された場合、日程追加し、意見書案を上程する。
（3） 議会基本条例検討特別委員会について

議会事務局長が説明。議会基本条例検討特別委員を以下のとおり確認した。
　　　　政策グループ〝楓〟　川合保生委員、丹羽茂雄委員
　　　　長久手市民くらぶ　　じんの和子委員
　　　　公明党　　　　　　　水野とみ子委員
　　　　「創」　　　　　　　青山直道委員
　　　　行財政改革クラブ　　すえ規代委員、正木祥豊委員
　　　　無会派　　　　　　　原田秀俊委員
　　　　計８人
　　　　平成24年６月27日（水）の本会議で議決する。

　　　　　設置期間は調査研究が終了するまでとし、閉会中も継続して調査研究できるものとする。委員を指名した後に正副委員長を報告する。



（4） 議会報告会について

　　　 （議長）
        　平成24年７月14日（土）午後７時から議会報告会を開催する。議会運営委員会
で分担表を決めた。委員長報告は各委員長で案を練ってもらいたい。また、チラシ
　　　　も１万枚用意した。

　　　　チラシの配布期間をどうするか。
　　　 （結論）

平成24年７月４日（月）午後１時30分から議会報告会のリハーサルを行う。チラシ500枚／人の配布期間は議員の判断に任せる。
また、分担表と台本を作成したのでこれに沿って進めていきたい。何か意見のある委員は申し出てもらう。なお、台本では19時50分から意見交換会となっているが、分担表どおり19時50分から質疑応答とし、その後、意見交換とする。
３　諮問について
　　　  議長から委員長へ議会改革に伴う諸課題について、６項目を諮問した。
　　１　通年議会の実施について
　　　　（通年議会になれば、原則専決処分が無くなる。また、一般質問の回数をどうする
かといったことも検討が必要になる。）
　　２　各委員会における自由討議の導入について

　　　　（色々な方法があるので検討してもらいたい。例えば、委員会での発言が、委員個
人対執行部ではなく、委員同志で自由に討議できることなど。）

　　３　執行部への反問権付与について

　　　　（付与すべきかどうか検討してもらいたい。）

　　４　請願者及び陳情者が直接説明する機会の保障について

　　　　（慣例では紹介議員が説明していた。本会議で請願者及び陳情者が直接説明するの

は難しいが、委員会では可能ではないかと思う。）

　　５　議会中継の拡大（議案質疑、討論採決、委員会）

　　　　（現在、一般質問のみ行われているが、議案質疑、討論採決、委員会についても拡

大したらどうか。設備、方法、費用等検討してもらいたい。）

　　６　議場へのパソコン持ち込みについて

　　　　（タブレット型パソコンを導入している議会もある。電源設備等、色々な問題もあ
るが検討してもらいたい。）

　　　 （議長）
　　　　　各項目について議会運営委員会で検討してもらいたい。期限はないが、できれば私の議長任期中に一定の結論を出してもらいたい。
　　　 （結論）

　　　　　諮問については、議会運営委員会で検討していく。また、諮問事項を議会基本条例で条文化していくかどうかについては、議会基本条例検討特別委員とも調整して検討する。
４　議会運営委員会視察について
　　　　議会運営委員会視察をどうするか。また、視察に担当課職員を同行させてはどうか。
　　  　今年は、議会運営委員会ではなく、議会だより編集特別委員会の視察を予算計上している。

　　　（議長）

　　　　　議員から担当課職員を同行させてはどうかとの提案があり市側と調整した。市側の回答は、課題について共通する所があり、担当課職員の都合がつけば、同行できることもあるとのことだった。したがって、現状では、議員と議会事務局職員での視察が基本となる。
　　　（委員長）
　　　　議長から諮問を受けたので、課題検討のため議会運営委員会の視察が必要になる。
　　　（結論）
　　　　今年度、予算計上されていないが、議会運営委員会の視察は行うこととする。予算措置がされてから、視察先を検討する。






